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１．はじめに 

 新幹線の防音壁などの工事は，列車運行しない時間帯に行っているため，数時間の間合で夜間作業となり施

工の効率化や作業環境の向上が望まれている．また，今後労働人口が減少する一方，構造物の経年劣化による

補修工事は増えており，施工の効率化について抜本的な改善が必要である． 

改善方法の一つに列車運行時間帯に施工することで、作業時間を確保し効率化を図る工法が考えられる．建

築限界と作業スペースを区切り，簡易に仮設可能で列車通過風圧に耐えられることなどが求められる仮設線路

防護柵を JR 東日本，日鉄建材，日本ヒルティの 3 社で開発を行った 1)．本研究では新幹線用仮設線路防護柵

について，実際に近い環境である保守基地線で仮設し，使用性や課題について検討した． 

２．仮設線路防護壁の概要 

 仮設線路防護壁は，建築限界と保守用通路内の作業スペースを区切る仮設の防護壁である（図１）．面板は，

有孔折板である．防護壁の骨格は，再利用可能なモジュラーサポートシステムとし，ワンプッシュ式（図２）

で接続可能とした．さらに，接続部が可動式であり，設置場所の障害物の回避など自由度の高い設置を可能と

した．スラブと防護壁の接合部は，最小ヘリあき寸法 50mm，繰返し荷重試験にて安定性能の評価がある ETA

認証製品スクリューアンカーとした．開発した試験体に対して振動試験や静的載荷試験（図３）を実施し，耐

荷重や耐振動性を確認した． 

 

 

 

 

 

 

図１ 仮設防護壁設置イメージ       図２ ワンプッシュ式接合部      図３ 振動試験 

３．施工性試験 

開発した仮設線路防護壁をについて，実際の施工性や施工速度を検証するため，実際の設置環境に極めて近

い保守基地線架橋上で施工性の試験を行った（図４）．施工長さは実際の施工を想定し延長 50m と延長や施工

スペースを評価するために変化させた延長 10m の計 60ｍ分を施工した．施工場所の線形は，線路方向への追

従性を確認するため，R250m の急曲線部で実施した． 
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図 4 施工状況 
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 評価項目は下記に示す項目である． 

 ・施工性（支障物回避への対応性），サイクルタイムの確認 

・線路側作業側からの視認性，通常の保守作業への影響 

今後，通信ケーブルからの電波透過性や，作業空間での作業性を評価するために，面板をポリカ製とメタル

製 2 種類製作し，全段メタル製，上 1段のみポリカ製，上 2段のみポリカ製の 3通り設置した（図 5, 6）．ま

た実際の高架橋では保守用通路は片側が通路幅 1mで，もう一方が 0.5m となっている．作業空間を評価するた

めに，保守用通路幅 1mに設置した場合を 50m，通路幅 0.5m 側に設置した場合を 10m 設置した（図 7）． 

現地には，柵や送水管，スプリンクラーなど設備があるため，それらを避けて設置する必要がある．それら

の設備を現地に模擬して，柱などが干渉しないで設置できるかを検証した． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．施工性試験の結果 

 施工に要した時間を図 8に示す．事前に想定していた作業時間内で施工が完了した．支障物の回避(図 9)や

支柱ピッチを変化させるなど良好な施工性を確認できた．改善点としては，部品数が多いため，間配りや支柱

設置の手間があり，事前に支柱部材を仮組することや部材の固定用プッシュボタンを仕込み現場での作業を軽

減するとより施工性が向上すると考える． 

 

 

 

 

 

５．まとめ 

 新幹線用仮設線路防護柵について保守基地線にて施工性の確認を行った．その結果，施工性が良好であるこ

とを確認した．今後，通信電波への影響検証や実用化に向けた改良や検討を行う． 
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図 8 施工時間 
図 9 支障物回避状況 

図 6 設置状況                図 7 作業空間評価 

図 5 パネル設置略図 
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